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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ローラ（１）本体上に設けられた対応する座部（１０）に結合されて、ローラ回転面(
１ａ)から突出する、少なくとも一対のパッド（２０、２１）と、前記一対のパッド間（
２０、２１）において、前記ローラ回転面(１ａ)の少なくとも一部を画成する、弾性変形
可能な板状体（６）とを備えてなる吸引式のラベル転写ローラであって、
　前記板状体（６）は、各パッド（２０、２１）の対応する開口部に挿入される複数の結
合部（６ａ－６ｄ）を有し、かつ、
　少なくとも一方の前記座部（１０）の一部（１０ａ）を画成するためのストッパ（１１
）が、前記ローラ（１）本体に着脱自在に設けられていると共に、
　前記ストッパ（１１）は、ローラ（１）稼動中は、少なくとも一方のパッド（２１）の
位置を保持する一方、ローラ（１）稼動停止中は、前記ローラ（１）本体から除去可能な
状態となる構成になされていることを特徴とするラベル転写ローラ。
【請求項２】
　前記板状体（６）の裏面とローラ本体構造部（１ｂ）との間には、少なくとも緩衝部材
（９）が介挿されていることを特徴とする請求項１記載のラベル転写ローラ。
【請求項３】
　前記緩衝部材（９）は、スポンジ状部材からなることを特徴とする請求項２記載のラベ
ル転写ローラ。
【請求項４】
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　前記各パッド（２０、２１）は、対応する前記座部（１０）に蟻継ぎ構造（２０ａ、２
１ａ）で結合されていることを特徴とする請求項１記載のラベル転写ローラ。
【請求項５】
　前記ストッパ（１１）が、機械的接合手段により、前記ローラ（１）本体に着脱自在に
固定されていることを特徴とする請求項１記載のラベル転写ローラ。
【請求項６】
　前記機械的接合手段が、少なくとも、ねじからなることを特徴とする請求項５記載のラ
ベル転写ローラ。
【請求項７】
　前記各パッド（６）の裏面（２２、２３）とローラ本体構造部（１ｂ）との間には、少
なくとも緩衝部材（５）が介挿されていることを特徴とする請求項１記載のラベル転写ロ
ーラ。
【請求項８】
　前記結合部は、前記開口部として、前記各パッド（２０、２１）の対応部位に設けられ
た溝穴（７）に挿入される態様を持つ、複数のタブ（６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄ）から構成
されていることを特徴とする請求項１記載のラベル転写ローラ。
【請求項９】
　前記板状体（６）には、ラベル吸引用の複数の貫通孔（１６）が穿設されていることを
特徴とする請求項１記載のラベル転写ローラ。
【請求項１０】
　前記板状体（６）は、撓み性に優れるハーモニック鋼からなることを特徴とする請求項
１記載のラベル転写ローラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ローラの回転面（転写面）から突出する少なくとも一対のパッドを備える
吸引式のラベル転写ローラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ラベル転写ローラは、ラベル貼り機の構成部品として、ラベルを容器に転写するために
用いられることは、良く知られていることである。この種のラベル貼り機では、ラベル模
様が多数印刷された一巻きのラベルフィルムが、リールから巻きを解かれて、裁断機に転
送される。ラベルフィルムは、裁断機によって、ラベル模様毎に順次裁断されてラベルが
形成される。形成された各ラベルは、この後、対応する容器に貼り付けられる。
【０００３】
　この種のラベルは、必ず、互いに平行な２つの垂直辺（側端部）を有する概略長方形又
は概略正方形の輪郭を有している。
　上記ラベル貼り機では、ラベルは、通常、垂直軸のまわりを、予め決められた速度で回
転する転写ローラにピックアップされて、転写ローラ上を回転しながら、接着剤塗布機の
部位にまで運ばれて、そこで、接着剤を塗布され、次いで、容器の所在位置まで回転移送
されて、そこで、容器の表面に転写されて貼り付けられる、構成となっている。
【０００４】
　詳細に言えば、接着剤塗布機は、ラベル一端側の垂直辺裏面に沿って、一筋の接着剤を
塗布し、続いて、ラベル他端側の垂直辺にも一筋の接着剤を塗布する、構成となっている
。かくして、ラベル他端側の垂直辺が、ラベル一端側の垂直辺に重ねられて、接着される
。
【０００５】
　ラベルに接着剤を線状に塗る接着剤塗布機の他にも、ラベルに接着剤を複数箇所に点状
に塗る接着剤塗布機も良く知られている。
【０００６】
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　容器は、一般に回転式コンベヤと呼ばれる、線形又は回転式の移送機構によって、転写
ローラの設置部位にまで運ばれ、そこで、転写ローラに圧接され、このとき、ラベルが転
写ローラから容器に転写される。
【０００７】
　ここで、第1の従来技術と称される転写ローラにあっては、ラベルを、転写ローラの転
写面に暫時保持するための一組のラベル挟み具を備えている。
　しかしながら、上記第１の従来技術にあっては、転写ローラは、自身の回転中にラベル
挟み具を開閉させる手段として、コンパクトなカム機構を必要とするので、その組立てが
、非常に複雑になるという、重大な欠点を持つ。
　第２に、このような転写ローラを備えるラベル貼り機は、転写ローラの回転速度の高速
化が望めないため、高い生産性を求められる瓶詰め工場には適していない。
【０００８】
　第２の従来技術としての転写ローラでは、上述のラベル挟み具に代えて、転写ローラ内
部に、一組の吸引穴（貫通孔）を介して、ローラ回転面（転写面）と連通する複数の空洞
が設けられている。そして、動作時、ラベルが、上述のラベル裁断機から容器まで転送さ
れる間、ローラ回転面に付着当接状態を保つことができるように、空洞を通じて、強さを
可変制御できる態様で、ラベル吸引が、実行されるようになっている。
【０００９】
　さらに、ローラ回転面（転写面）には、吸引穴に流れ込んで、吸引穴を詰まらせないよ
うに、接着材の残り滓を集めて逃がす複数の逃げ溝が設けられている。
　このような接着材の残り滓は、ラベルと接着剤塗布機との間の接触によって発生し、残
り滓の大きさは、転写ローラの回転速度に左右される。
【００１０】
　吸引式転写ローラは、ペット（ポリエチレン テレフタレート）ボトルを代表とするプ
ラスチック容器や、瓶等のガラス容器を対象とするラベル貼り機で、主として用いられる
。
【００１１】
　しかしながら、上記第２の従来技術にあっては、吸引式のローラの使用は、ローラ回転
面と容器の被転写面とが互いに接触することにより、転写ローラから容器へのラベルの転
写が行われるため、容器が破損する虞がある、という重大な問題がある。
【００１２】
　転写ローラの転写面は、通常は、鋼材、あるいは、それに類する高い剛性を持つ材料か
らなっている。この種の材料を用いるのは、ラベルを容器に転写する際、ラベルと転写ロ
ーラ間で適切な相対的摺動を生じさせるため、好ましいからである。
【００１３】
　ところで、ガラス容器にラベルを転写（貼着）する場合、ガラス容器は、通常、非常に
甘い寸法精度で製造されるので、しばしば、転写ローラに“激突”することになる。この
ことが、次述するように、ガラス容器を対象とする場合、ラベル貼り機をセットアップし
、正確に調整する作業を非常にややこしくしているのである。
【００１４】
　すなわち、ガラスは硬いけれども非常に脆く壊れやすい材料なので、ガラス容器が壊れ
るのは避けることができず、そのたびに、容器内の液体が漏れ出て、機械を汚すので、機
械の稼動を停止して、機械の保守点検清掃を余儀なくされるので、工場の生産能力の低下
を招く、という欠点がある。
【００１５】
　これに対して、ペットボトル等のプラスチック容器の分野では、プラスチック容器・ロ
ーラ回転面（転写面）間で接触が起こっても、接触点に加えられる衝撃力を、容器自身が
変形することで、吸収できるので、このような問題は、発生しない。
【発明の開示】
【００１６】
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　この発明は、上述の事情に鑑みてなされたもので、ガラスあるいはそれに類する脆材料
からなって、非常に甘い寸法精度を持つ容器に対しても、機械的変形を与えずに、したが
って、容器を破壊せずに、好適にラベルを貼ることができる、吸引式のラベル転写ローラ
を提供することを目的としている。
【００１７】
　この発明は、また、耐磨耗性に優れると共に、容器へのラベル転写時、ラベルと転写ロ
ーラとの間の相対的摺動を効率良く生じさせる回転面（転写面）を持つ転写ローラを提供
することを第２の目的としている。
【００１８】
　この発明は、さらに、簡易で、合理的で、信頼性の高い構造を持つ転写ローラを提供す
ることを第３の目的としている。
【００１９】
　上記目的は、特許請求の範囲の欄に記載した内容によって特徴付けられる、この発明に
よる転写ローラによって、充分に達成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
　上記した特徴と他の特徴は、この発明の好ましい一実施態様の記載を添付図面と共に検
討すれば、よりたやすく明白になる。なお、この発明は、次節で詳述する実施態様に限定
されるものではないことは勿論である。
【図１】この発明の一実施例である転写ローラを備えるラベル貼り機の構成を概略示す概
略平面図である。
【図２】図１の転写ローラの構成を部分的に拡大して示す部分的拡大図である。
【図３】図１及び図２の転写ローラに取着されている板状体の構成を示す斜視図である。
【図４】図１及び図２の転写ローラに取着されている板状体の構成を示す斜視図である。
【図５】図３及び図４の板状体の構成を示す側面図である。
【図６】図３及び図４の板状体の構成を示す平面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　この発明の一実施例である転写ローラ１は、吸引式の転写ローラに係り、図１に示すよ
うに、回転面（転写面）１ａから突出すると共に、図示せぬラベルの両側端部（エッジ）
があてがわれる複数対のパッド２０、２１を備えている。
　ラベルの各側端部の上には、同図に示すように、パッド２０、２１と接着剤塗布ローラ
３とが、順次、線状接触（接線接触）することによって、一筋の接着剤が塗布される構成
となっている。
　ラベルは、その両側端部に接着剤を塗布された後、好ましくは、回転式コンベヤ３０に
よって、容器４の上に転送されて、転写ローラ１に接触させられる構成となっている。
【００２２】
　この例の構成では、接着剤塗布ローラ３とパッド２０、２１との厄介な干渉（例えば、
破損）を回避するために、図２に示すように、パッド２０、２１の裏面２２、２３とロー
ラ本体構造部１ｂとの間に緩衝部材５が介挿されていて、この緩衝部材５によって、パッ
ド２０、２１に加えられる衝撃力が吸収ないしは減衰される構成となっている。
　この実施例では、緩衝部材５としては、スポンジ状部材又は高分子材料からなるものが
好ましい。
【００２３】
　ここで、独創的なことであるが、転写ローラ１の回転面（転写面）１ａのうち、一対の
パッド２０、２１に挟まれる少なくとも一部の面領域が、弾性変形面として、弾力的に可
逆変形する部材によって構成されている。
　図２乃至図６に示すように、ローラ回転面（転写面）のうち、上記弾性変形面は、撓み
性に優れる部材、好ましくは、ハーモニック鋼からなる、少なくとも１片の板状体６によ
って完全に形成されている。
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【００２４】
　上記板状体６は、好ましくは、一対のパッド２０、２１の対応部位に穿設された開口部
に挿入される４個の結合片６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄを有している。
　この実施例では、上記結合片６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄは、各パッド２０、２１の対応部
位に設けられた溝穴（スロット）７に挿入されるように、タブ状に構成されている。それ
ゆえ、結合片６ａ、６ｂ、６ｃ、６ｄをタブとも称する。
【００２５】
　この実施例では、板状体６の裏面８とローラ本体構造部１ｂとの間には、緩衝部材９が
介挿されている。この緩衝部材９は、あてがわれる負荷に応じて、予め決められた弾力応
答性を持つ弾性部材、例えば、スポンジ部材からなるのが好ましい。
【００２６】
　図３乃至図６に示すように、板状体６は、ラベル吸引用の複数の貫通孔１６を有してい
る。
　各パッド２０、２１は、ローラ本体上に設けられた対応する座部１０に蟻継ぎ構造２０
ａ、２１ａで結合されている。
　ラベルの側端部があてがわれる部位である、一対のパッド２０、２１のうち、少なくと
も一方のパッド（図２の例では、パッド２１）が、転写ローラ１に設けられたストッパ１
１によって、位置決めされ、かつ、位置ずれが生じないように保持されている。上記スト
ッパ１１は、一方の座部１０の少なくとも一方側の側面部１０ａを画定する役割を担って
、例えば、ネジ等の固定具により、転写ローラ１に着脱自在に固定されている。
【００２７】
　次に、この発明の別の実施例である、転写ローラ１から板状体６を取り外す方法につい
て説明する。
　この例の板状体６は、上記したように、弾力的に可逆変形する部材からなっていて、ロ
ーラ本体上に、互いに対をなして装着された第１のパッド２１と第２のパッド２０と間に
実装されて、転写ローラ１の回転面（転写面）１ａの輪郭をなしている。
【００２８】
　このような板状体６を転写ローラ１から取り外すには、まず、第１のパッド２１を位置
決めするためのストッパ１１をローラ本体から取り外す。
　次に、第１のパッド２１を、ローラ本体の回転方向に沿って摺動させて、ローラ本体に
設けられた座部１０から取り外し、この後、取り外された第１のパッド２１の対応する溝
穴７に嵌合されている、板状体６の第１の結合片６ａ、６ｂを当該溝穴７から取り除く。
最後に、第２のパッド２０の対応する溝穴７から、板状体６の第２の結合片６ｃ、６ｄを
取り除けば、板状体６は、ローラ本体から完全に取り除かれた状態となる。
【００２９】
　次に、上述したプロセスとは逆のプロセスについて説明する。すなわち、この発明のさ
らに別の実施例である、可逆変形可能な弾性部材からなる板状体６を、ローラ本体上に、
互いに対をなして装着された第１のパッド２１と第２のパッド２０と間に、実装する方法
について説明する。
　転写ローラ１に板状体６を実装するには、まず、第１のパッド２１を位置決めするため
のストッパ１１をローラ本体から取り外す。
【００３０】
　次に、第１のパッド２１を、ローラ本体の回転方向に沿って摺動させて、ローラ本体に
設けられた座部１０から取り外す。
　この後、板状体６の第２の結合片６ｃ、６ｄを、ローラ本体に固定されている第２のパ
ッド２０に穿設された、対応する溝穴７に挿入する。
【００３１】
　次いで、板状体６の第１の結合片６ａ、６ｂを、ローラ本体から取り外されている第１
のパッド２1に穿設された、対応する溝穴７に挿入し、この挿入状態で、第１のパッド２
１をローラ本体上の対応する座部１０に納着（再挿入）する。
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　最後に、ストッパ１１をローラ本体にしっかりと固定する。
　このようにして、第１のパッド２１と第２のパッド２０と間に実装された、板状体６は
、転写ローラ１の回転面（転写面）１ａを画成する。
【００３２】
　次に、この例の動作について説明する。
　転写ローラ１は、ラベル模様が多数印刷された一巻きのラベルフィルムが、図示せぬリ
ールから巻きを解かれたラベルフィルムから切り取られたラベルを受け取る。ラベルは、
吸引力によって、ローラ回転面（転写面）に転写されて保持される。具体的に言えば、ラ
ベルは、接着剤塗布予定領域となる両側端部が、パッド２０、２１にあてがわれる態様で
、対構成をなすパッド２０、２１間のローラ回転面を構成する板状体６上に転写される。
【００３３】
　この実施例では、パッド２０、２１は、ローラ回転面から突出しているので、転写ロー
ラ１の回転が進むと、ラベルの両側端部は、次工程として、接着剤塗布ローラ３に接触し
て、接着剤を塗布されることになる。
　さらに回転が進むと、転写ローラ１１は、容器とローラ回転面との間で、接線接触し、
この結果、接着剤の付いたラベルが容器４に転写されて貼付される。
【００３４】
　可逆変形可能な弾性部材からなる板状体６の存在のため、容器４は、変形から免れる。
この結果、容器を傷つける虞のあるストレスが容器に発生するのを防止できる。
　転写ローラ１から容器４へのラベルの転写は、吸引力を調節して、板状体６に対するラ
ベルの摺動を同時的に起こさせることによって、可能になる。
【００３５】
　以上の説明から明らかなように、この発明の構成によれば、以下のような顕著な効果を
奏することができる。
　まず第１に、この発明の転写ローラの構成によれば、ガラス又はこれに類する脆性材料
からなると共に、寸法精度が非常に甘い容器に対しても、容器を破壊することなく、好適
にラベルを貼ることができる。
　とりわけ、この発明の構成による転写ローラは、ラベルが貼付される容器に機械的変形
を加えることを防止できるので、ガラス容器に限らず、缶容器にも好適に適用できること
は勿論である。
【００３６】
　転写ローラ３と容器との干渉（取り合い）により発生する如何なる圧力も、板状体６に
よって、弾力的に吸収されるので、どのような容器にもストレスが生じることはない。
【００３７】
　加えて、板状体が、ハーモニック鋼から構成されているので、撓み性と耐磨耗性とに大
変優れていると共に、転写ローラから容器へラベルが転写される際、ラベルと転写ローラ
との間の有効な摺動を生じさせることができる。
　板状体の結合片は、タブ構成のため、パッドに設けられる嵌合穴は、溝状の簡易なもの
で良く、大きな開口部は必要とされない。それゆえ、パッドの構造は弱められないので、
パッドに必要な機械強度を確保でき、ひいては、パッドと板状体との充分な結合強度を確
保できる。
【００３８】
　さらに、板状体６の裏面８とローラ本体構造部１ｂとの間に介挿された、スポンジ状材
料からなる緩衝部材９が、吸引時の空気の通路として機能すると共に、外力に対する、板
状体６の充分な弾性応答性を確保する。加えて、緩衝部材９は、ローラの洗浄液に対する
高い耐性を持つ。
【００３９】
　それゆえ、この発明の転写ローラをラベル貼り機に適用すれば、容器の品質、すなわち
、容器の寸法精度に左右されない、とりわけ、作業条件に対する耐性がひ弱なガラス瓶の
容器に対しても、好適なラベル貼り機を具現できる。
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　さらにまた、この発明の構成によれば、転写ローラに対する板状体６の着脱が簡易であ
る。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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